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しずかに期待の炎もやして
──町内各校で入学式
──町の福祉事務所開所
（平成 ）年度当初予算

職員配置表
人権の視点
ハイスクールリポート
カルチャー（演奏会ご案内）
島のニュース
ヘルシー愛ランド（健康）
上下水道供用開始
お知らせのページ
今月生まれのわんぱくちゃん

まちの人口と世帯数
（ 年 月末現在）
男 人
女 人
合 計 人
世帯数 世帯

今月の表紙

昼下がり、ルンビニ幼稚園（東野）の

庭では、子どもたちが砂遊び、ブランコ、

すべり台、スケーターなどなど、思い思

いに遊びの真っ最中。傍らの緑陰に俳人

種田山
さん

頭
とう

火
か

の句碑があります。山頭火は

昭和 年ごろ大崎上島に訪れ、生野島に

しばらく滞在し句も残しています。

大崎上島町

月

日
午
前
、
西
野
小
学
校
で
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
中
澄
子
校
長
が
、

あ
い
さ
つ
、

や
さ
し
さ
、
お
話
を
き
く
、
か
ら
だ
を

鍛
え
て
が
ん
ば
る
、

つ
の
種
を
贈
り

ま
す

と
新
入
児
童
に
語
り
か
け
、
住

吉
利
政
教
育
委
員
長
が

年
間
で
心

身
は
目
覚
ま
し
く
成
長
し
ま
す
。
学
校
、

家
庭
、
地
域
の
協
力
で
よ
り
よ
い
子
育

て
を
。
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
条
件

を
整
え
て
い
き
ま
す

と
告
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
祝
辞
で
は
、
藤
原
正
孝
町
長

が

元
気
で
な
か
よ
く
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
が
一
つ
の
輪
に
な
っ
て
情
操
ゆ
た

か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
願
い
ま

す

と
述
べ
、
森
下
隆
典

会
長

が

子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
と
将
来
の
た

め
に
手
を
取
り
合
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い

こ
う

と
保
護
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
日
と
翌

日
の

日
間
に
町
内
の

小
中
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
入
学
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

しずしずと入場です

入
学
お
め
で
と
う

入
学

木江小学校木江小学校

東野小学校東野小学校

西野小学校西野小学校

中野小学校中野小学校



月

日
、
木
江
支
所
内
に
大

崎
上
島
町
福
祉
事
務
所
が
開
所
し

ま
し
た
。
開
所
式
に
は
、
広
島
県

知
事
の
代
理
と
し
て
金
岡
峰
夫
広

島
県
福
祉
保
健
部
企
画
管
理
室
長

が
出
席
し
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

要
旨

町
民
に
身
近
な
福
祉
関

係
事
務
が
、
町
で
完
結
で
き
る
よ

う
、
福
祉
事
務
所
を
設
置
さ
れ
た

こ
と
は
、
町
民
の
福
祉
の
充
実
や

利
便
性
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
地

方
分
権
の
流
れ
を
先
取
り
し
た
取

り
組
み
と
し
て
誠
に
時
宜
を
得
た

も
の
で
す
。

福
祉
事
務
所
を
福
祉
行
政
の

拠
点
と
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
と
の
連
携
の
も
と
に
、
保
健

と
福
祉
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
よ
っ
て
、
住
民
福
祉
の

さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。
県
と
し
て
も
、

福
祉
事
務
所
の
運
営
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
全
面

的
な
支
援
を
お
約
束
し
ま
す

月

日
か
ら
、
生
活
保
護

法
の
査
察
指
導
員
と
し
て
、
広

島
県
か
ら
大
崎
上
島
町
福
祉
事

務
所
に
派
遣
配
属
（
前
任
地

東
広
島
地
域
事
務
所
）
さ
れ
ま
し

た
。

人
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と

と
も
に
、
生
活
保
護
法
・
児
童
扶

養
手
当
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
全

般
の
相
談
・
援
助
等
の
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

町
に
福
祉
事
務
所
が
あ
る
こ
と

で
、
相
談
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

ま
で
の
時
間
が
短
く
な
る
こ
と
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
心
配
ご
と
、
不
安
を

少
し
で
も
早
く
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

生
活
保
護
や
児
童
扶
養
手
当
等

の
各
種
相
談
・
申
請
は
、
従
来
ど

お
り
本
庁
、
大
崎
支
所
の
窓
口
で

も
で
き
ま
す
。
必
要
が
あ
れ
ば
福

祉
事
務
所
か
ら
各
窓
口
に
出
か
け

て
行
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
福
祉
全
般

に
わ
た
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
制
度
に

精
通
し
、
お
一
人
お
一
人
の
相
談

内
容
に
応
じ
て
、
親
切
、
丁
寧
に

お
答
え
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
祉
課
生
活
福
祉
係

福
祉
課
主
幹
（
兼
生
活
福
祉
係
長
）
長
谷
川

修

町
の
福
祉
事
務
所
、
開
設
し
ま
し
た

町
の



町税          　　 1,779,324

分担金・負担金、�
使用料・手数料　　   160,491

財産収入、寄付金、諸収入�
　　　　        　　 114,031

繰入金・繰越金  　　 435,496

地方債　　　　　 　1,789,800

地方譲与税・�
利子割交付金等交付税 229,239

地方交付税             2,121,000

国・県支出金   　  1,348,547

自
主
財
源�

依
存
財
源�

①�

②�

③�
④�⑤�

⑥�

⑦�

⑧�

大
崎
上
島
町
の

（
平
成

）
年
度
当
初
予
算
が
町
議
会

月
定

例
会
で
決
定
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

億

万

千
円
、
前
年
度
比

・

％
、

億

万

千
円
の
減
、
こ
の
う

ち
特
殊
な
要
因
（
平
成

・

年
度
に
借
入
れ
た
減
税
補
て
ん
債

億

万
円
の
一
括
償
還
、
借
入
）
を
除
い
た
比
較
で
は
実
質

億

万

千
円
、

・

％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
平
成

）年
度

予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

歳入総額 億 万 千円（単位 千円）歳 歳 入

町税
町民の皆さんから納めていただく税
金や会社の法人税など。
分担金・負担金
特定の事業に要する分担金・負担金
使用料・手数料
公共施設の使用料、住民票などの交
付手数料。
財産収入
各種基金利子、財産の受払、貸付収入。
諸収入
預金利子や町が融資した貸付金の返
済金など。
繰入金
財源不足を補うため各種基金などか
ら一般会計へ繰り入れるお金。
地方交付税
国の所得税、法人税、酒税などを一
定割合で町の財政需要に応じて一定
の基準に基づき、国から交付される
お金。
国庫・県支出金
事業を行うための国や県からの負担
金・補助金等。
地方債
事業を行うために借り入れるお金
その他
地方譲与税、自動車重量譲与税、利
子割交付金などのお金。

歳 出

人件費
町職員給与、町議会議員、各種委員
会報酬など。
物件費・維持補修費
消耗品、業務委託料、修繕費など。
扶助費
法令に基づき被扶助者に支出される
経費、児童手当、医療扶助など。
補助費等
各種事業への補助金など。
普通建設事業費
道路の整備、公共施設などの建設に
要するお金。
公債費
事業を行うために借りたお金の償還
金。
繰出金
特別会計や基金へ繰り出すお金。
その他
各種基金への積立金など。

歳出予算の性質別内訳
（単位 千円）

人件費
物件費・維持補修費

扶助費
補助費等
普通建設事業費
公債費
繰出金
その他
合 計



議会費　　　　　　 　153,542

民生費             1,305,255

総務費               912,739

衛生費               823,464

農林水産業費         847,414

消防費               470,589

商工費               107,951

土木費             1,026,793

教育費               975,693

公債費             1,332,445

その他                22,043

目
的
別
内
訳�

歳出総額 億 万 千円（単位 千円）歳

誰もが安心して暮らせる
健康と福祉のまちづくり

地域福祉 地域保健の充実向上
・子育て支援事業費
・放課後児童対策費
・高齢者生きがい対策事業
・介護予防 生活支援事業等

・次世代育成支援地域行動計画策定事業

・生活保護費
・予防接種事業
・各種検（健）診 予防対策推進事業

活発で働く場に恵まれ、
若者が定着する産業のまちづくり
農林水産業・商工業の振興、新
産業の育成
・中山間地域等直接支払交付金

・草木地区農地保全事業
・農道整備事業（ 路線）
・有害鳥獣駆除対策費
・林道整備事業（ 路線）
・並型魚礁整備事業
・漁業集落環境整備事業
・商工振興対策費

誰も誰

活発
若者若

豊かな自然環境を活かし、
多くの人々が訪れる

交流のまちづくり
観光振興、自然環境保全
・産業祭開催費
・イベント開催・助成費
・大串キャンプ場周辺施設管理運営費

美しく住みよいまちづくり
地域・生活基盤の整備、消防・
防災・安全の向上
・大崎上島交通問題協議会運営事業

・防犯灯管理費
・交通安全対策費（カーブミラー等）

・消防施設整備費（防火水槽整備）

・防災施設整備費（防災無線放送
設備システム統合）

・小型合併処理浄化槽設置補助金

・町道整備改良事業（ 路線）

・急傾斜地崩壊対策事業（ 地区）

・簡易水道施設整備事業

豊か豊

美し美

・下水道施設建設事業（公共下水道、
農業集落排水、漁業集落排水事業）

人をはぐくみ、
いきいきと暮らせる
教育と文化のまちづくり

教育環境の充実、生涯学習と文化
スポーツの振興、人権教育の推進
・まちづくり振興基金積立金

・地区活動育成助成費
・若者定住、リーダー育成事業

・地域間交流事業
・生涯教育推進費
・家庭教育推進費
・文化財保存団体育成助成費

・人権対策費
・人権教育推進費
・社会体育推進費
・木江小学校改築事業
・東野プール整備事業

新町の行財政運営の推進
・地域情報化推進事業
・長期総合計画策定事業

人を
い

人

新町

（平成 ）年度特別会計当初予算 （単位 千円）

元気島大崎上島の実現に向けて

実質的に新町の年度予算として初めての予算編成です。市
町村を取り巻く厳しい財政環境の中、さらに施策の選択と集中
を徹底しました。新町建設計画に基づく事業に重点配分してい
ます。各地域の従来からの継続性を尊重し、それぞれの地域で
の事業展開に支障が生じないこと、住民の皆さんへの行政サー
ビスが低下しないことを基本として編成しました。皆さんのご
理解とご協力をお願いいたします。 町長 藤原 正孝

元気

主要事業 （単位 千円）主

国民健康保険事業

介護保険事業

老人保健事業

簡易水道事業

公共下水道事業

農業集落排水事業

国民健康保険事業

介護保険事業

老人保健事業

簡易水道事業

公共下水道事業

農業集落排水事業

漁業集落排水事業

港湾管理

漁港管理

交通事業

干拓地管理

漁業集落排水事業

港湾管理

漁港管理

交通事業

干拓地管理



本庁 東野 番地本庁 東野 番地

職 員 配 置 表職 員 配 置 表

課 名 課 長 等 係 名 係 長 係 員

総 務 課 蒔田 弘 谷川 弘人
（補佐）

庶 務 係 樽本 忠真 福政千鶴子・松浦みつみ・松本 浩二

財 政 係 望月 邦彦 山本 秀樹

財 産 管 理 係 上田 恭二 水下 泉・閑田 悠子

企 画 課 畝本 達郎 亀山 英治
（主幹）

企 画 係 藤原 保弘 多武保清美・田中 直弘

情 報 係 小松 恵子 有田 芳徳

交 通 係 岡村 金盛 藤原 浩美

税 務 課 上垣 律子 高橋 正裕
（補佐）

賦 課 係 青木留美子 越田 昌宏・小川 芳秀・川野 義彦・小林 一考

収 納 係 松本 学 村山 吉郎

住 民 課 福本 正人 長尾 富子
（補佐）

住 民 係 畝本里枝子 上田千恵美・倉岡 由美

人 権 対 策 係 小川 正樹 浜田 大作

窓 口 係 森川 明 竹下 良二・今村 武徳

農林水産課 浜田 幸造 石本ますみ
（主幹）

農 林 水 産 係 奥川 修三 柿本 賢士・坂田 誠・閑田 浩平

耕 地 係 多保 佳樹 鼻戸 瑞枝・石田 修次・常本 敬三

商工観光課 向田 邦寛 小笠原要介
（補佐）

商 工 観 光 係 補佐兼務 高本 清一・橘高 直大

建 設 課 中石 章悟 古坂 幸也
（主幹）

土 木 係 尾尻 誠 森下 哲成・河田 昭司・下川 昇

管 理 係 岡本 照彦 赤松三津子・小川 啓三・天野 志穂
宮本 正・蒔田 慎哉・保名 満
安保 守・武田 勝教

収入役室 会 計 係 谷川みどり・文田 和輝

議会事務局 脇田 俊彦 有田 卓也
（主幹）

庶 務 係 主幹兼務 松浦美保子

課 名 課 長 等 係 名 係 長 係 員

蒔田 弘 谷川 弘人
（補佐）

樽本 忠真

望月 邦彦

上田 恭二

畝本 達郎 亀山 英治
（主幹）

藤原 保弘

小松 恵子

岡村 金盛

上垣 律子 高橋 正裕
（補佐）

青木留美子

松本 学

福本 正人 長尾 富子
（補佐）

畝本里枝子

小川 正樹

森川 明

浜田 幸造 石本ますみ
（主幹）

奥川 修三

多保 佳樹

向田 邦寛 小笠原要介
（補佐）

補佐兼務

中石 章悟 古坂 幸也
（主幹）

尾尻 誠

岡本 照彦

脇田 俊彦 有田 卓也
（主幹）

主幹兼務

町長 藤原正孝 助役 徳森和範 収入役 有田 清 教育長 高田 幸典

年 月 日付で、職員の人事異動を行いました。



大崎支所 中野 番地大崎支所 中野 番地

木江支所 木江 番地木江支所 木江 番地

教育委員会 中野 番地 ・教育委員会 中野 番地 ・

課 名 課 長 等 係 名 係 長 係 員

木江地域
振 興 課

長尾 孝 佐村 優
（主幹）

庶 務 係 奥村 真子 土井万里子・内田美恵子

住 民 係 福本 道子 菅 英子

事 業 係 砂田 信夫 河田 弘文

福 祉 課
福祉事務所

藤原 哲登 長谷川 修
（主幹 査察指導員）
峠 哲夫
（補佐）

生 活 福 祉 係 主幹兼務 奥村実智夫・川口 啓

福 祉 指 導 係 森下 隆典 小松 幸・桧浜 睦夫

介 護 保 険 係 菅 文彦 石本五十鈴

保健衛生課 永井 清志 保 健 指 導 係 松浦 弘 岡田 千里・新谷冨美代
桧山 浩子・田原 香利・石田 良美
池田 美果・竹野 尚子・徳永 明美

環 境 衛 生 係 花本 和明 上杉 克典

課 名 課 長 等 係 名 係 長 係 員

長尾 孝 佐村 優
（主幹）

奥村 真子

福本 道子

砂田 信夫

藤原 哲登 長谷川 修
（主幹 査察指導員）
峠 哲夫
（補佐）

主幹兼務

森下 隆典

菅 文彦

永井 清志 松浦 弘

花本 和明

課 名 課 長 等 係 名 係 長 係 員

総 務 課 高原 桂子 高山 哲俊
（主幹 教育指導監）

総 務 係 越田 宏行 山本 徳枝・二見 博・大成 三鈴

学 校 教 育 係
（小中学校）
（幼稚園）

福政 敬司

佐村 蘭子

馬場 法澄
天野 信子・亀井 成美・伊藤 洋子
川本 美陽・中西 夕貴
内藤 雅子

指 導 係 西岡紀代美

社会教育課 石本 文章 中石 絹代
（主幹）

社 会 教 育 係 浜本 隆 神垣 憲隆
川本 亮之（大崎上島文化センタ ）
有田 公敬（木江公民館）
秋山 英雄（東野公民館）
上杉 吉則（大崎公民館）

課 名 課 長 等 係 名 係 長 係 員

高原 桂子 高山 哲俊
（主幹 教育指導監）

越田 宏行

福政 敬司

佐村 蘭子

西岡紀代美

石本 文章 中石 絹代
（主幹）

浜本 隆

課 名 課 長 等 係 名 係 長 係 員

大崎地域
振 興 課

道林 清隆 金原 成昭
（主幹）

庶 務 係 岡本 節子 宮地 丈彦・梅田 芳子

住 民 係 川本 明美 小笠原正子・岡田 貴美

福 祉 保 健 係 鼻戸 宏明 和田 一美

事 業 係 小田 博 藤原 通伸

上下水道課 藤原 生夫 吉本 清隆
（主幹）

水 道 係 岡崎 啓造 平道 龍二・木倉江理奈・三村 竜也

下 水 道 係 浅井 清成 池田 真二・岡田 征幸・長田 勲

農林水産課 （浜田 幸造）（石本ますみ）地 籍 調 査 係 円光登資則 宮岡 栄治・日浦 喜晴・正畠・将平

課 名 課 長 等 係 名 係 長 係 員

道林 清隆 金原 成昭
（主幹）

岡本 節子

川本 明美

鼻戸 宏明

小田 博

藤原 生夫 吉本 清隆
（主幹）

岡崎 啓造

浅井 清成

（浜田 幸造）（石本ますみ） 円光登資則



ス
ポ
ー
ツ
ほ
ど
国
際
化
が
進
ん
で
い
る
分
野
は
な

い
。
日
本
の
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
野
球
や
サ
ッ

カ
ー
で
は
、
外
国
人
選
手
、
そ
れ
も
さ
ま
ざ
ま
な
国

籍
や
人
種
の
選
手
が
、
日
本
人
選
手
に
交
じ
っ
て
活

躍
し
て
い
る
。
日
本
の
国
技
と
ま
で
言
わ
れ
、
行
司

の
服
装
か
ら
呼
び
出
し
、
弓
取
り
な
ど
、
日
本
の
伝

統
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
相
撲
界
に
お
い
て
も
、
最

近
は
外
国
人
力
士
が
珍
し
く
な
い
。
日
本
の
伝
統
的

武
道
で
あ
る
柔
道
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
と
し
て

も
定
着
し
、
世
界
中
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

海
外
の
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
も
同
様
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
の
大
リ
ー
グ
で
は
、
野
茂
、
イ
チ
ロ
ー
、
松
井

な
ど
の
日
本
人
選
手
が
活
躍
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か

ド
ミ
ニ
カ
、
キ
ュ
ー
バ
な
ど
の
外
国
人
選
手
も
少
な

く
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
セ
ネ
ガ
ル
な
ど
外
国
人
選
手
に
交

じ
っ
て
日
本
人
選
手
や
韓
国
人
選
手
も
活
躍
し
て
い

る
。
ス
ポ
ー
ツ
界
は
、
い
ち
早
く
人
種
・
国
籍
に
よ

る
差
別
を
克
服
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
他
方
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
国
別
メ
ダ

ル
獲
得
競
走
の
よ
う
に
、
国
家
意
識
、
民
族
意
識
を

高
揚
さ
せ
る
よ
う
な
側
面
も
ス
ポ
ー
ツ
に
は
あ
る
。

サ
ッ
カ
ー
の
勝
敗
が
国
家
間
の
紛
争
に
ま
で
発
展
し

た
ケ
ー
ス
が
、
過
去
に
は
あ
っ
た
。
国
威
発
揚
の
た

め
に
勝
敗
に
こ
だ
わ
り
、
筋
肉
増
強
剤
や
精
神
高
揚

剤
の
投
与
、
審
査
員
に
対
す
る
買
収
工
作
が
行
わ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
国
旗
を
背
負
っ
て

メ
ダ
ル
に
こ
だ
わ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
在
り
方
は
、
人
権

の
立
場
か
ら
は
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。（
中
略
）

ス
ポ
ー
ツ
そ
の
も
の
は
実
力
の
世
界
で
あ
っ
て
、

そ
こ
で
は
、
人
種
、
言
語
、
宗
教
、
国
籍
な
ど
、
人

消
費
生
活
情
報

シリーズ

を
区
別
す
る
基
準
は
何
の
意
味
も
も
た
な
い
。
そ

の
意
味
で
ス
ポ
ー
ツ
は
国
際
的
で
あ
り
、
普
遍
的

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
注
意
深
く
読
ん
だ
人
は
気
づ

い
た
に
違
い
な
い
が
、
普
通
、
差
別
の
基
準
と
す

る
も
の
を
列
挙
す
る
場
合
に
必
ず
出
て
く
る
基
準

が
、
今
あ
げ
た
記
述
に
は
一
つ
欠
け
て
い
る
。
そ

れ
は
、
性
別

で
あ
る
。
面
白
い
こ
と
に
、
国

際
的
で
あ
り
、
普
遍
的
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界

に
お
い
て
、
実
は
性
に
よ
る

区
別

が
一
般
的

に
容
認
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
は
、
男
女
を

別
に
す
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
原
則
で
あ

る
。
こ
れ
は

不
合
理
な
差
別

と

合
理
的
な

区
別

の
違
い
を
考
え
る
上
で
、
大
変
興
味
深
い

論
点
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
通
常
差
別
し
て
は
い
け
な
い

と
さ
れ
る

性
別
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
が
、
一
般

的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
障
害
者
だ
け

の
競
技
で
あ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
回
数
を
重
ね

る
ご
と
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
や
テ
ニ

ス
で
は
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ス
の
試
合
も
行
わ
れ

て
い
る
。
ボ
ク
シ
ン
グ
、
柔
道
、
レ
ス
リ
ン
グ
な

ど
で
は
、
体
重
別
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

皆
が
認
め
る

合
理
的
な
区
別

で
あ
っ
て
、
問

題
が
な
い
。
し
か
し
、
人
種
、
国
籍
の
よ
う
に

関

係
当
事
者
が
不
快
に
感
ず
る
取
り
扱
い
上
の
違

い

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
に
お
い
て
も

不
合

理
な
差
別

と
な
る
。

横
田
洋
三

中
央
大
学
法
学
部
教
授
・
国
連
人
権

促
進
保
護
小
委
員
会
委
員
・
国
連
大
学
学
長
特
別

顧
問
（

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

ア
イ

ユ

資
料
よ
り
）

ス
ポ
ー
ツ
と
人
権

東京都 緊急消費者被害情報 から

〔事例〕 歳中学生の場合
街で 携帯電話のキャンペーン中。謝礼をあげるので、学生証をちょっと貸して と誘

われ、契約書にサインした。携帯電話はもらっていない。
後日、電話会社から 大量の 迷惑メール が送信されたのでサービスを停止する と

の通知が来た。追って 万円の請求書を送るとも言われた。
名義貸し は絶対にやめましょう。
名義貸し でも契約は契約です。 携帯電話の名義貸しは 迷惑メールの送信 や ア

ダルトサイト料金等の架空請求 に利用されている可能性があり、他人の名義を使うのは、
事業者の所在を突き止められないようにすることや、通信料の支払いを名義人に負わせる
ことが目的ではないかと思われます。
名義を貸した回線から迷惑メールが送信された場合、同一名義の回線全てが利用停止に

なることもあり、その回線で違法行為が行われた場合は、成人はもちろん未成年者でも法
的責任を問われる可能性があります。
気軽に名義を貸して被害に遭うことのないように用心しましょう。

消費生活相談窓口
竹原市役所 階消費生活相談室 大崎上島町総務課

火・木曜日 奇数月の第 金曜日

名 義 貸 し 携帯電話の名義を貸したら、多額の請求が！名 義 貸 し 携帯電話の名義を貸したら、多額の請求が！
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広島商船高専は、今年度の 年生から新しい制服
となった。

年（昭和 年）高専発足当時からの制服は、
一部変更はあったものの、今回が初めての全面的な
変更となり、夏制服及び冬制服ともに更新された。
新しい制服は、卒業生の多くが就職して社会人と

なることから きちっとした身なりをして、けじめ
のある学生生活を送り、社会人としての基本的な素
養を身につける ことを目指して採用された。
同高専では、大学生相当の ・ 年生を除き、高

校生に相当する 年生から 年生までの学生は制服
を着て登校している。 月から明るいキャンパスに
なるとともに、新しい制服が、学校と同様に地域の
方々に受け入れられることを願っている。

春爛漫の 月 日、大崎海星高校第 回入学式を
行いました。式辞で中山正幸校長は 啄同時 と
いう言葉を引用し、 生徒の成長は生徒が自ら進ん
で学ぼうとする意志と、教職員や周りの大人の支え
がなければならない ということを述べられました。
これに対し、 名の新入生を代表し、上利和範君
が 勉学に励み、心身を鍛えます と力強い宣誓を
行いました。

メイプル賞受賞
本校の 課題研究 家庭科研究班が、高校生によ

る食生活改善研究活動で全国家庭科教育協会長賞を
受賞したことは町広報 月号でも取り上げていただ
いたところですが、この度その活動が認められ、平
成 年度メイプル賞を受賞することになりました。
メイプル賞は、県教育委員会が全国規模の各種大
会で優勝するなど、その学習成果が他の模範となる
児童生徒に贈られるもので、生徒にとってうれしい
ダブル受賞になりました。

新入生から新制服になる 晴れの入学式

十
津
川
警
部
の
回
想

西
村
京
太
郎

代
行
返
上

幸こ
う

田だ

真ま

音い
ん

あ
ん
た
の
バ
ラ
ー
ド

島
村
洋
子

サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
の
夜

久ひ
さ

間ま

十
義

じ
ゅ
う
ぎ

生
ま
れ
る
森

島
本

し
ま
も
と

理
生

り

お

ミ
ル
キ
ー

林
真
理
子

ド
ー
ル

沢
村
拓
也

会
い
た
か
っ
た

向
井
亜
紀

あ
る
愛
の
詩

新
堂

し
ん
ど
う

冬ふ
ゆ

樹き

結
婚
の
条
件

森
村
誠
一

恋
愛
詐
欺
師

岩
井
志
麻
子

卒
業

重
松

清

真
夜
中
の
サ
ク
ラ

小
林
ゆ
り

犬
に
み
と
ら
れ
て

向む
か

井い

承
子

し
ょ
う
こ

シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド

デ
ニ
ス
ル
へ
イ
ン

つ
く
し
の
会

絵
本
よ
み
か
た
り

・
森
の
は
る
な
つ
あ
き
ふ
ゆ

オ
シ
ギ
ッ
パ
の
も
り
で

み
つ
け
た

他

時

分

開館時間

月 日 月 日の休館日休館日

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

情情
報報

広島商船高専の文化セミナー
月 日

東野文化センターホール

流通情報工学科 土谷 政憲
宗教、道徳、慣習など行動の拠り所（社会規範）

の一つに法律があります。この法律がどのように存
在し、他の社会規範とどのように違うかを雑学的に
紹介します。

ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル



伊
藤

博
幸
さ
ん

（
大
崎
上
島
町
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
音
楽
教
師
）

こ
の
小
さ
な
島
に
世
界
的
な
音
楽
演
奏
家
が
、
よ
く
来
て
く

れ
た
と
思
う
の
で
す
。
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
と
言
え
ば
、
ベ
ル

リ
ン
・
フ
ィ
ル
と
並
ん
で
、
世
界
一
流
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。

そ
の
楽
団
の
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
で
最
高
の
奏
者
と
さ
れ
る
バ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
に
チ
ェ
リ
ス
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
。
さ
ら

に
一
流
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
伴
奏
（
世
界
最
高
級
の
ピ
ア
ノ
、
ス

タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
で

）
で
生
の
演
奏
が
聴
け
る
な
ん
て
、
わ
た

し
に
と
っ
て
こ
ん
な
機
会
は
も
う
最
後
か
も
知
れ
な
い
と
も
思

え
ま
す
。
こ
の
演
奏
家
た
ち
は
、
世
界
で
有
名
な
指
導
者
に
つ

い
て
学
び
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
練
習
を
積
ん
で
演
奏
技
術
が
優
れ

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
曲
の
心
を
捕
ら
え
る
よ
う
鍛
え
て
い

ま
す
。
作
曲
者
の
心
に
な
り
き
っ
た
本
物
の
演
奏
で
す
。
生
演

奏
で
じ
か
に
聴
く
美
し
い
音
色
は
、
体
の
な
か
に
入
っ
て
く
る

だ
け
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
い
や
さ
れ
ま
す
。
聴
き
な
が

ら
眠
っ
て
し
ま
っ
て
も
そ
の
効
果
は
失
わ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
音
色
を
聴
け
る
幸
せ
を
、
ホ
ー
ル
神
峰
で

多
く
の
皆
さ
ん
と
分
か
ち
合
い
た
い
で
す
ね
。

尋常小学校高等部時代の担任の先生が大の
音楽好き。その影響で旧木江町には音楽好
きがたくさんいます。終戦当時、木江のミッ
キーバンドといえば町の人気者でした。教
師になり音楽活動をする中で、中国四国子
どもフェスティバル（リコーダー）で最優
秀賞を獲得したことが大きな思い出となっ
ています。

マスカーニ カヴァレリア・ルスティカーナ より間奏曲
（ヴァイオリン、チェロ、クラリネット ピアノ）

ベートーヴェン モーツァルト ドン・ジョヴァンニ の主
題による変奏曲（クラリネット ピアノ）

ロッシーニ カステルヌオーヴォ テデスコ（ハイフェッツ版）
フィガロ

クライスラー 愛の悲しみ（ヴァイオリン ピアノ）

世
界
一
流
の
調
べ
を
、
ホ
ー
ル
神
峰
で

ウ
ィ
ー
ン
・
ゾ
リ
ス
テ
ン
・
ト
リ
オ
と
仲
間
た
ち

開場 開演

大 崎 上 島 文 化 セ ン タ ー
全席自由￥ （当日券￥ ）

主催 大崎上島文化センターイベント実行委員会
後援 大崎上島町・大崎上島町教育委員会

大崎上島町音楽協会・中国新聞社
お問い合せ
大崎上島文化センターイベント実行委員会事務局

チケット販売所 大崎上島文化センター（土日は情報プラザ・エルで販売）木江公民館・東野公民館

宮田耕八朗 草笛の頃（ヴァイオリン、箏 十七絃）

シューマン 幻想小曲集 作品 （クラリネット ピアノ）

フォーレ エレジー作品 （チェロ ピアノ）

ハルヴォルセン パッサカリア（ヴァイオリン クラリネット）

ブラームス ハンガリー舞曲 第 番（クラリネット、ヴァイオ
リン、チェロ ピアノ）

大畠博子（箏）

大畠菜穂子（十七絃）

［ゲスト ソリスト］



JUSTICE

平
凡
な
毎
日
を
送
っ
て
い
た
私
に
、
突
然
審
査
会
か

ら
の
召
喚
状
が
舞
い
込
み
ま
し
た
。
断
っ
て
も
断
っ
て
も

国
民
の
義
務
で
す

と
。
恐
る
恐
る
裁
判
所
の
門
を
く

ぐ
っ
た
の
は
夏
の
暑
い
日
で
し
た
。
裁
判
官
の
論
告
そ
し

て
宣
誓
に
は
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
緊
張
し
ま
し
た
。

こ
の
時
私
を
含
め
て
呉
、
黒
瀬
、
竹
原
、
本
郷
な
ど

か
ら
集
ま
っ
た

人
が
事
務
局
長
よ
り
審
査
会
の
仕
組

み
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
不
起
訴
処
分
に
納
得

で
き
な
い
場
合
、
審
査
会
へ
の
申
し
立
て
は
、
再
度
審

査
し
な
お
す
こ
と
の
で
き
る
唯
一
手
段
と
の
こ
と
。
水

俣
病
や
新
潟
で
の
ひ
き
逃
げ
事
件
等
数
々
の
事
件
の
不

起
訴
処
分
を
覆
し
た
審
査
会
の
仕
事
は
、
当
事
者
の
人

生
を
左
右
す
る
重
大
な
仕
事
と
知
り
ま
し
た
。
電
話
や

テ
レ
ビ
な
ど
の
影
響
で
、
文
章
を
読
む
こ
と
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
た
私
は
、
分
厚
い
起
訴
状
、
実
況
見
聞
書
、

意
見
聴
取
書
、
捜
査
記
録
を
前
に
し
て
絶
句
す
る
ば
か

り
。
そ
れ
で
も
、
読
み
進
む
に
つ
れ
て
様
々
な
意
見
が

出
始
め
ま
し
た
。

こ
の
証
人
は
、
こ
の
位
置
で
本
当
に
見
え
た
の
か

な
あ

制
限
速
度

で
走
っ
て

も
ブ
レ
ー
キ

痕
が
残
る
か
な
あ

一
人
の
心
細
い
声
が
、
皆
の
疑
問

と
な
り
、
調
べ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

双
方
が
青
だ
っ
た
と
い
う
事
件
に
も
、
同
じ
時
刻
に
同

じ
場
所
で
何
回
も
走
っ
て
み
て
く
だ
さ
る
審
査
員
も
。

し
か
し
、
資
料
を
見
る
に
つ
け
法
律
の
文
句
が
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
厳
し
く
冷
た
い
も
の
と
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
尊
重
の
時
代
で
あ
っ
て
も
真
実
の
確
証
を
得
ら
れ

ず
泣
き
寝
入
り
の
ケ
ー
ス
も
多
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

法
廷
見
学
や
証
人
尋
問
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
経
て
、

議
決
の
瞬
間
に
は
緊
張
と
感
動
で
指
先
が
震
え
ま
し
た

が
、
皆
で
全
力
投
球
し
た
の
だ
と
い
う
充
実
感
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

い
ま
で
は
事
件
の
報
道
に
対
す
る
見
方
が
違
っ
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
本

当
に
そ
う
な
の
？
真
実
な
の
？
と
問
い
か
け
て
み
ま
す
。

年
か
ら
裁
判
と
い
う
司
法
の
席
に
一
般
人

が
参
加
す
る
制
度
が
で
き
る
そ
う
で
す
が
、
承
服
し
が

た
い
判
定
に
、
一
般
人
の
目
で
見
直
し
審
査
し
な
お
す

こ
の
検
察
審
査
会
の
存
在
を
、
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

検
察
審
査
会
は
、
国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

人
の

検
察
審
査
員
が
、
検
察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
に
つ
い

て
審
査
す
る
制
度
で
す
。
犯
罪
の
容
疑
者
を
裁
判
に
か

け
る
（
起
訴
）
か
、
か
け
な
い
（
不
起
訴
）
か
、
を
決

め
る
の
が
検
察
官
。
そ
の
検
察
官
が
起
訴
す
べ
き
事
件

を
誤
っ
て
不
起
訴
に
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
犯
人
を
処
罰

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

検
察
審
査
会
へ
の
審
査
申
立
は
、
不
起
訴
処
分
に

な
っ
た
事
件
の
告
訴
人
、告
発
人
、被
害
者
な
ど
に
よ
っ

て
、
簡
単
に
無
料
で
で
き
ま
す
。

な
お
、
検
察
審
査
員
の
候
補
者
は
、
毎
年
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
い
て
衆
議
院
議
員
の
有
権
者
名
簿
か
ら
く

じ
で
選
ん
で
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
呉
検
察
審
査
会
事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

呉
市
西
中
央

丁
目

広
島
地
方
裁
判
所
呉
支
部
構
内

泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
検
察
審
査
会
へ

青
い
鳥
郵
便
葉
書
、
差
し
上
げ
ま
す

日
本
郵
政
公
社
は
、
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
対

す
る
国
民
の
理
解
と
認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

重
度
の
身
体
障
害
者
及
び
重
度
の
知
的
障
害
者
の
方
で
希
望
さ
れ
る

方
に
、
青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
封
筒
に
く
ぼ
み
入
り

通
常
葉
書
を
お
入
れ
し
て
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

対
象

級
ま
た
は

級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

ま
た
は

度

度
と
表
記
さ
れ
て
い
る
療
育
手
帳
を
お
持
ち

の
方

期
間

月

日
ま
で

配
布
枚
数

く
ぼ
み
入
り
通
常
郵
便
葉
書
お
一
人
に
つ
き

枚

申
込
方
法

住
所
地
ま
た
は
居
所
の
近
く
の
郵
便
局
に
、
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
提
示
し
、
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
）

申
込
用
紙
は
、
郵
便
局
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青
少
年
に
郷
土
芸
能
を
、
和
太
鼓
購
入

青
少
年
に
郷
土
芸
能
を
伝
承
す
る
た
め
に
和
太
鼓
を
購
入
し
ま
し

た
。
す
で
に
島
頭
海
鳴
太
鼓
（
東
野
）
を
は
じ
め
町
内
の
太
鼓
団
体

が
、
授
業
や
課
外
で
地
域
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
指
導
を
始
め
て
い
ま
す
が
、

そ
の
際
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

郷
土
芸
能
の
伝
承
を
通
じ
て
、
地

域
文
化
の
担
い
手
と
し
て
、
ま
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い
手
と
し
て
の
誇

り
と
自
覚
の
醸
成
や
、
指
導
者
と
の

世
代
間
交
流
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
太
鼓
等
は
、
平
成

年

度
宝
く
じ
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た
。

年

月
か
ら
半
年
間
、
検
察
審
査
員
に
就
か
れ
た
濱
田
路
子
さ
ん
（
東
野
）

の
体
験
記
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



外表区獅子舞の起こりは、昭和 （ ）
年、当初は大三島の明

あけ

日
び

から舞の名手を招き
基本型を伝授されたそうです。その後、外表
区独特の舞形へ発展し、区の最大行事として
定着しています。大太鼓が獅子をリードし、
小太鼓にも微妙に応じます。寝ていた獅子が、
太鼓の音にやおらに起き上がり、一巡して正
面に向かいますが獅子止めによって焦らされ
ます。舞は静から動へ、動から静へ、そして
クライマックスの もうたり へ。今もなお、
舞 の奥義を求めて研鑚が続けられていま

す。（ 月 日、撮影は渡邊泰成さん）

外
表
区
の
春
祭
り

大串長寿会の皆さんのさくらもちづくり。
月 日、大串福祉センターで、大串花の会

とシルバーガーデンで花づくりをしている長
寿会の皆さんとの合同会食会の準備風景です。
県道沿いの花壇のお手入れをした後で手づく
り会食を、という催し。 それなら、わたし
らがさくらもちを作るよ と声が上がりまし
た。桜の葉は、摘むのに早すぎても遅すぎて
もいかん。塩茹でにして 枚ずつ冷凍にし
ておくと使いやすい。去年摘みためた秘蔵の
葉っぱをどっさり提供して、手際よく次々と
出来上がりました。

春
は
さ
く
ら
、
見
て
よ
し
食
べ
て
よ
し

木江中学校の 年生（現 年生）は、 年
生の時、生徒会から出された課題 学級とし
て 年間に取り組むこと に対して、近くて
なじみの深い 大崎荘 のお役に立つことを
する。具体的な行動としては 空き缶を回収
して換金し寄付すること を決めました。始
めはクラスだけの取り組みでしたが、学校全
体さらには地域の皆さんへと広げていきまし
た。今年で 回目、 月 日、学級代表委員
の石本洋介さんと峠美佳さんが特別養護老人
ホーム大崎荘を訪れ、一年間の収益金を施設
長池本善典さんと入所者の代表の方に手渡し
ました。

一
年
間
、
学
級
で
取
り
組
ん
だ
こ
と

月 日、木江サロンの皆さんと活動を支
援しているボランティアの皆さんがお花見を
しました。清風館（木江）、広島商船高専（東
野）の桜を巡り、大崎花の里で楽しく昼食を
取りながら、今年度は何をしようか、どんな
ことがしたい？と話しました。木江サロンは
歳以上の一人暮らしをしている方の集まり

で、活動は木江保健福祉センターで月 回。
料理をしたり作品を作ったり、主体は会員

さん。先輩方の生き生きした暮らしや仲間づ
くりに少しでもお役に立てれば、とボラン
ティアも一緒に楽しんでいます と代表の井
上友子さん。 楽しいよ と口コミで少しず
つ仲間が増えています。

大
崎
上
島
花
巡
り



《 》

《日本語》
またまた、こんにちは！ご存知のように、私は果物

と農産物で知られているカリフォルニアのセントラル
バレーの出身です。けれども、あなたは他にカリフォ
ルニアは何が有名か知っていますか？ワインです。そ
れもたくさん。一般にナパバレーと言われるカリフォ
ルニアの北の地域では、最も良いいくらかのワインを
生産するために、多くの種類のブドウを育てて発酵さ
せています。土地はよく肥えて、気候は生産に適して
います。
そのあたりは同じく短期間や週末休暇の滞在に人気

が高いところです。それは非常に美しい場所です 多
くのなだらかな丘、横並びの線と手入れされたぶどう
の木の列、涼しく心地よい環境、リラックスして楽し
む自然。多くの観光客がワインの味ききに加わります。
そこで生産されたいろいろなワインのたくさんの微妙
な味を試飲して知るチャンスです。もし機会があれば、
どうかカリフォルニアのナパバレーへおいでください。

ジェフリー

ピース 中野小学校の皆さんと

月 日、芸南地区ゲートボール選手権大会
が竹原市のバンブー運動公園で開催されました。
参加チーム数は 、大崎上島町から チーム（大
崎 ・ 、木江、東野）が参加しました。大崎
チームが準優勝、木江チームが 位、そのほ

かのチームも決勝トーナメントに入り健闘しま
した。大崎 および木江チームは、 月 日に
開催される第 回広島県ゲートボール選手権大
会に参加に向けて練習に励んでいます。
（お話は大崎上島町ゲートボール連合会長谷本
利行さん）

次
は
、
県
大
会



鼻血のほとんどは心配のいらないもので、数分で

止まりますが、 繰り返す 、 止まりにくい とき

には耳鼻科で原因を確認し、適切な処理を受けるこ

とが必要です。

鼻の中は血管に富む粘膜に覆われています。特に、

鼻中隔（鼻の真ん中の壁）の前下方の キーゼルバッ

ハ と呼ばれる部位は、粘膜が薄く血管も豊富で、

さらに外界からの刺激を受けやすいため、出血しや

すくなっています。約 ％が鼻を強くかんだり、ほ

じったりするためのここからの出血です。

鼻血が出て止まりにくいときは、両側の小鼻を親

指と人差し指で強くつまんでください。口呼吸をし

て 分程度押さえておけば通常は止まります。その

際は座った姿勢でのどにおりてくる血液を飲み込ま

ないようにしましょう。寝た状態では鼻血がのどへ

流れやすくなり飲み込んでしまい、むせたり、気分

が悪くなって嘔吐の原因にもなります。

県立安芸津病院 （ ）

耳鼻咽喉科 岡野 敬子 先生 鼻出血（鼻血）

分しても大量の出血が続く

場合には上記の応急処置をしな

がら耳鼻科を受診してください。

薬品や電気による凝固、ガーゼ

によるタンポンなどの止血処置

をします。激しい出血が鼻の深部から起こっている

場合には入院、手術を要することもあります。

鼻血の多くは単純な傷からの出血ですが、アレル

ギー性鼻炎、副鼻腔炎（蓄膿症）、鼻内異物（豆類

やおもちゃを鼻内に入れる）、まれに鼻の中や周り

の腫瘍がベースにあったり、高血圧や肝臓病、腎臓

病、白血病などの内科の病気がきっかけになってい

ることもあります。また、心臓病や脳梗塞、それら

の手術後などの場合で投薬されている抗凝固財（血

液を固まりにくくする薬）などの影響であることも

あります。

保健衛生課（木江支所内） ・

思春期の子ども、あるいはいったん社会に出た方が、 自分の
部屋にこもってほとんど話さない ずっと家にいて学校や仕事
に行っていない 買物などの外出はするが、人付き合いはほと
んどしていない など、家族のことで心配していませんか？

対 象
・竹原市・東広島市・賀茂郡・安芸津町・大崎上島町在住で、
長期にわたり社会参加をしない状態が続いている方及びそ
の家族。

・家族だけの相談でもかまいません。
・原則として現在精神科で通院治療を受けている方は対象外
です。

日 時
保健師による面接により相談日を決定します。相談は予約

制で無料、秘密は厳守。
次の専門相談日 月 日 、 月 日

ところ 東広島地域事務所 階
まずはお電話ください。

申込・問い合せ先
広島県東広島地域保健所保健課

内線

思春期の子ども、あるいはいったん社会に出た方が、 自分の
部屋にこもってほとんど話さない ずっと家にいて学校や仕事
に行っていない 買物などの外出はするが、人付き合いはほと
んどしていない など、家族のことで心配していませんか？

対 象
・竹原市・東広島市・賀茂郡・安芸津町・大崎上島町在住で、
長期にわたり社会参加をしない状態が続いている方及びそ
の家族。

・家族だけの相談でもかまいません。
・原則として現在精神科で通院治療を受けている方は対象外
です。

日 時
保健師による面接により相談日を決定します。相談は予約

制で無料、秘密は厳守。
次の専門相談日 月 日 、 月 日

ところ 東広島地域事務所 階
まずはお電話ください。

申込・問い合せ先
広島県東広島地域保健所保健課

内線

ひきこもり相談ひきこもり相談

精神科医による ひきこもり 専門相談

精神保健福祉相談のご案内

心の病について、本人に限らず
家族や関係者からの相談に応じま
す。相談の秘密は厳守します。

精神科医による精神保健福祉相談日
（毎月第 金曜日）

と き 月 日 時 分
ところ 東広島地域保健所
要予約（前日の午前中までに）

精神保健福祉相談員による相談

電話で、面接で、随時受け付け
ています。

相談・予約・問合せ先
東広島地域保健所保健課

内線

精神保健福祉相談のご案内

精神科医による精神保健福祉相談日
（毎月第 金曜日）

精神保健福祉相談員による相談



おもてなし料理には、か

かせない定番のお寿司。今

回は手軽な材料を使い、ひ

と手間かけ、仕上がりを華

やかにアレンジしてみまし

た。

ケーキ型を使い作ってみ

ましたが、ゼリーのカップ

や深めのお皿等を使って、

自分なりのステキなお花畑

をアレンジしてみてはいか

がでしょうか。作る楽しみ

と味わう楽しみが体験出来

そうなお寿司は最高です。

事務所移転のお知らせ

年 月から、保健師・栄養士の事務所が木江支所内に移

転し、次のとおり所属課や電話番号が変わりました。

住民の皆さんには、何のお知らせもなく移転してしまい、大

変ご迷惑をおかけしております。

尚、母子健康手帳の発行や精神障害者保健福祉手帳の申請及

び更新手続きについては、大崎支所大崎地域振興課福祉保健係

及び、本庁住民課窓口係でできますのでご利用ください。

また、健康上の事、子育ての事、介護の事等、生活の中での

困りごとなどありましたらお気軽に保健師・栄養士直通ダイヤ

ルにご連絡ください。

所属課

保健衛生課保健指導係（木江支所内）

保健師・栄養士 直通ダイヤル

米

出し昆布

合わせ酢

酢 大さじ

塩 小さじ 強

砂糖 大さじ と

ツナ缶 （小） 缶

濃口しょうゆ 小さじ

砂糖 小さじ 強

みりん 小さじ

酒 小さじ 弱

出し汁 カップ

ごま 大さじ

お米は洗い、水加減は定量より 割少なめ
にし、出し昆布を入れて炊く。
ニンジンは花形に型でぬき、薄く切ってゆ
でる。ぬいた後のニンジンはみじん切りに
する。サヤエンドウはすじを取りサッとゆで、
せん切りにする。
鍋に のみじん切りしたニンジン、ツナ缶
をいっしょに入れ、 の調味料を加え煮汁
がなくなるまで煮る。最後に切りごまをふ
る。
卵はよくわりほぐし、スキムミルク、砂糖
を加え、錦糸卵を作る。
タケノコは短冊切り、生シイタケは薄切り
にし、 の調味料で煮汁がなくなるまで煮
る。
が炊けたら、合わせ酢を入れ、しゃもじ

で切るように混ぜる。
ケーキ型にラップを敷き、 の錦糸卵、
の酢めし、 のツナ、 のタケノコ、シイ
タケ、サヤエンドウ、酢めしの順に重ねて
いき、ラップをして押す。
ひっくり返して、花形に切ったニンジン、
サヤエンドウを飾る。

まるでお花畑みたい

デコレーション寿司

材料と分量
直径 のケーキ型（ 人分）
材料と分量

作り方作り方

Healthy Island

エネルギー
たん白質
塩分

ひひききここももりり相相談談

月

日

東
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

午
前

時

時

分

日日日

明
石
会
館

午
前

時

分

時

分

日

沖
浦
漁
村
セ
ン
タ
ー

日

木
江
会
館

日

大
崎
上
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

午
前

時

分

時

日日

西
野
公
民
館

日

大
串
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー

総合健診の日程

卵 個と 個

スキムミルク 小さじ 強

砂糖 小さじ

油 小さじ

ニンジン 中 本

サヤエンドウ

ゆでタケノコ

生シイタケ

出し汁 カップ

みりん 小さじ

塩 小さじ
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平
成

年

月

日
か
ら
公
共
下
水
道
が
供
用
開
始
と

な
り
ま
し
た
。
供
用
開
始
区
域
は
次
の
図
の
と
お
り
で
す
。

供
用
が
開
始
さ
れ
た
区
域
の
う
ち
、
取
り
付
け
マ
ス
（
公

共
マ
ス
）
の
取
り
付
け
工
事
が
完
了
し
た
方
は
、
公
共
下

水
道
に
ご
加
入
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

加
入
者
へ
の
お
願
い

受
益
者
分
担
金
の
納
入

受
益
者
分
担
金
の
額
は
、
家
屋

戸
当
た

り

万
円
で
す
。
但
し
、

戸
の
家
屋
に

個
以
上
の
公
共
マ
ス
を
設
置
し
た
場
合
は
、

マ
ス

個
に
つ
き

万
円
と
な
り
ま
す
。

建
物
敷
地
内
の
排
水
設
備
工
事

建
物
（
ト
イ
レ
・
台
所
・
フ
ロ
）
か
ら
公

共
マ
ス
ま
で
の
排
水
設
備
工
事
が
必
要
と

な
り
ま
す
。（
個
人
負
担
）

ト
イ
レ
は
水
洗
式
で
な
く
て
は
排
水
処
理

が
で
き
な
い
の
で
水
洗
式
で
な
い
場
合
は

水
洗
式
に
改
造
を
お
願
い
し
ま
す
。（
個

人
負
担
）

右
記
の
工
事
は
町
指
定
工
事
店
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
排
水
設
備
指
定
工
事
店
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

町
下
水
道
へ
の
接
続
は
、
処
理
区
域
と

な
っ
た
日
か
ら

年
以
内
に
お
こ
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課（
大
崎
支
所
内
）

大崎上島町排水設備指定工事店

私たちが使ったあとの汚れた水は、自然や生活環境を悪化させる原因となっています。下水道は、
この汚れた水を集めて処理場できれいな水にして瀬戸内海に返し、失われつつある美しい自然や生活
環境を取り戻すという重要な役割を担っています。
皆さんが下水道についての理解を深められ、清潔で美しいまちづくりのために、ご協力いただきま

すことをお願い申し上げます。

登録番号 指定工事店名 電 話

栄 山 建 設

吉 田 建 設

信 谷 建 設

木 村 設 備

ぶ ん だ

オ オ サ キ

金 島 設 備

佐 伯 プ ロ パ ン

二 興 商 事

中 野 建 設

小 川 工 務 店

木本電気工事店

上島開発興産

八 崎 建 材

河 本 建 設

吉 岡 鉄 工 所

オ ッ ケ イ

樽 本 建 設

有 田 建 設

中国工業開発

登録番号 指定工事店名 電 話

大崎上島町特定環境保全公共下水道事業 大崎処理区供用開始区域



農業委員会 ってどんな組織？

地方自治法によって市町村に設置が義務づけられている 行政機関 で、公職選挙法を準用した選挙によって
選ばれた公選委員（ 名）とそのほかに議会や農業団体（農協・共済）の推薦により任命された選任委員（ 名）、
あわせて 名の農業委員によって構成される行政委員会です。任期は 年。

どんな業務をしているの？

農業委員会に関する法律 の第 条に明記され、法令に基づく必須の業務・法令に基づく任意の業務・意見
の公表および建議などです。

住民と直接関連する業務には何がある？

農地を売ったり、貸したり、転用するときには、 農地法 に基づく許可が必要です。この許可申請について農
業委員会で審議します。
農地法に関する手続き（ 条・ 条・ 条）

農地法第 条許可 農地を売買・賃貸借等をする場合の許可申請
農地法第 条許可 自分が所有している農地を農地以外のものにする場合の許可申請
農地法第 条許可 農地を農地以外にする目的で、売買・賃貸借等をする場合の許可申請

大崎上島町農業委員会平成 年度活動内容

農業委員会開催回数 回 議案件数 件 協議件数 件
その他
現地確認会・農業委員研修会出張・会長会議・小委員会（果樹委員会・施設水稲委員会）の設置および開催

森
林
は
、
土
砂
の
流
出
防
止
等

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
多

く
の
役
割
を
持
ち
、
私
た
ち
に
お

い
し
い
山
水
を
与
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
働
き
を
金
額
に
換

算
す
る
と

兆
円
余
り
に
な
る
の

を
始
め
、
そ
の
他
土
砂
の
流
出
等

の
役
割
を
合
わ
せ
る
と
実
に
、
国

家
予
算
に
匹
敵
す
る
金
額
と
な
り

ま
す
。

山
火
事
が
発
生
す
る
と
、
一
瞬

の
う
ち
に
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
財

産
が
失
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、

枯
れ
草
等
の
あ
る

危
険
な
場
所
で
焚
き
火
等
を
し
な

い
。

強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に

は
、
焚
き
火
等
を
し
な
い
。

焚

き
火
等
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
、

完
全
に
消
火
す
る
。

車
か
ら
煙

草
の
吸
い
殻
を
投
げ
捨
て
な
い
。

等
を
徹
底
し
山
火
事
ゼ
ロ
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

（
広
島
県
東
広
島
地
域
事
務
所
林

務
課
・
町
農
林
水
産
課
）
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山
火
事
で
失
う
財
産
は

兆
円

事
業
所
の
皆
さ
ん
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

総務省・経済産業省
広島県・大崎上島町

農 業 委 員 会 の は た ら き



申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
の
所
得
以
下
の
場
合
、
申
請
の
あ
っ

た
月
の
前
月
か
ら
承
認
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
は
、

満
額
の
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
要
件
に
は
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

学
生
納
付
特
例
期
間
か
ら

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
後
払
い
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
も
、

国
民
年
金
保
険
料
の
後
払
い
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
さ
れ
ま
し
た
か

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
さ
れ
ま
し
た
か

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
、家
屋
番
号
、種
類
、構
造
、床
面
積
、価
格

納
税
通
知
書
の
発
送

第

期
の
納
期
限
は

月
末
で
す
。
納
税
通
知
書
は

月
中
旬
に
発
送

し
ま
す
。

問
い
合
せ
先

税
務
課

固
定
資
産
税
の
情
報
開
示
に
関
す
る
制
度

固
定
資
産
税
の
情
報
開
示
に
関
す
る
制
度

固
定
資
産
税
の
縦
覧
は
、
納
税
者
が
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
の
価
格
等

を
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
、
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
に
よ
り
納
税
者
に
開
示
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
ご
本
人
の
所
有
す
る
資
産
の
評
価
内
容
の
確
認
は
、
従
来
ど
お

り
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
縦
覧
期
間

中
は
無
料
で
す
）

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

期
間

月

日

月

日

時

分

時（
た
だ
し
、土
・

日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
）

場
所

大
崎
上
島
町
本
庁
税
務
課
（
閲
覧
は
各
支
所
の
地
域
振
興
課
で
も

で
き
ま
す
）

縦
覧
で
き
る
方

固
定
資
産
税
の
納
税
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人

縦
覧
さ
れ
る
方
は
、
窓
口
に
課
税
明
細
書
、
運
転
免
許
証
な
ど
ご
本
人

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理

人
が
縦
覧
さ
れ
る
場
合
は
、
委
任
状
と
代
理
人
自
身
の
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
課
税
明
細
書
は

月
中
旬
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
窓
口
へ
お
越

し
の
際
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
新
市
場
・
成
長
分
野
へ
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
活
力
あ
る
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、

平
成

年
度
の
中
小
企
業
施
策
・
制
度
の
説
明
会
や
個
別
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。
お
近
く
の
会
場
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

広
島
会
場（
広
島
県
情
報
プ
ラ
ザ
）

月

日

時

分

時
、

福
山
会
場（
福
山
商
工
会
議
所
）

月

日

時

分

時

対
象

県
内
の
中
小
企
業

内
容

説
明
会

時

分

平
成

年
度
県
の
商
工
労
働
関
係
重
点
施

策

県
・
市
等
の
各
種
融
資
制
度

雇
用
安
定
に
関
す
る
各
種
の
助
成

制
度
な
ど

個
別
相
談
会

時

分

金
融
相
談
を
は
じ
め
、
経
営
、

労
務
、
技
術
な
ど
部
門
別
に
、
関
係
機
関
職
員
に
よ
る
個
別
相
談

参
加
料

無
料

申
込
期
日

月

日

問
い
合
わ
せ
先

広
島
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
室

中

小

企

業

等

総

合

相

談

会

中

小

企

業

等

総

合

相

談

会

一般幹部候補生（男・女）

受験資格
歳以上で 歳未満（ 歳未満

は大卒者、見込みを含む）、大学
院修士課程修了者（見込み）は
歳未満
受付期間 月 日まで
第 次試験日
月 日、 日（飛行要員のみ）

問合せ先
自衛隊広島地方連絡部

尾道出張所

県
内
の
漁
協
で

町
の
収
納
が
で
き
ま
す
。

町
の
収
納
代
理
金
融
機
関

と
し
て
、

月

日
か
ら
新

た
に
広
島
県
信
用
漁
業
共
同

組
合
連
合
会
が
加
わ
り
ま
し

た
。
取
扱
店
は
同
連
合
会
本

店
お
よ
び
各
支
店
。
町
内
で

は
大
崎
上
島
漁
業
協
同
組
合

が
該
当
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
窓
口
で
の
納

付
が
で
き
る
場
所
は
、
大
崎

上
島
町
本
庁
・
各
支
所
、
広

島
銀
行
本
店
・
支
店
、
も
み

じ
銀
行
本
店
・
支
店
、
呉
信

用
金
庫
本
店
・
支
店
、
広
島

ゆ
た
か
農
協
本
所
・
支
所
、

広
島
市
信
用
組
合
本
店
・
支

店
、中
国

県
の
郵
便
局（
た

だ
し
郵
便
局
に
お
い
て
は
加

入
者
番
号
の
記
載
さ
れ
た
所

定
の
用
紙
に
限
り
ま
す
）

自 衛 官 採 用 試 験自 衛 官 採 用 試 験

大
崎
上
島
漁
業
協
同
組
合（
沖
浦
）

大
崎
上
島
町
役
場

電
話
（

）



年 月 日 月 日

当番医は変更になることがあります。受診の前に確認してください。

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予 防 接 種

日
町子ども会育成連合会フットベースボール 中野小グラウンド

当番医 伊藤医院

月 上島トーク会 東野保健福祉センター

火
上島コスモス 木江保健福祉センター
育児相談 ふれあいホール （受付）

ツベルクリン反応検査
大崎上島開発総合センター

水 健康相談・栄養相談 大西集会所

木
健康相談 東野保健福祉センター （受付）
広島商船文化セミナー 法律よもやま話 東野文化センター 大崎上島開発総合センター

金
育児相談 木江保健福祉センター （受付）
マタニティー・スクール 東野保健福祉センター

土
つくしの会絵本の読み語り 情報プラザ・エル

木江支所修養室
ウィーン ゾリステン トリオと仲間たち 大崎上島文化センター 開場

日
ソフトバレーボール帯同審判員養成講習会 大崎上島開発総合センター他

当番医 円山医院

月 総合健診 東野保健福祉センター （受付）

火 総合健診 東野保健福祉センター （受付）

水
総合健診 東野保健福祉センター （受付） ツベルクリン反応検査

木江保健福祉センター

木 総合健診 明石会館 （受付）

金
総合健診 沖浦漁村センター （受付）

木江保健福祉センター

日
尾三地区体育指導委員協議会定期総会・交流競技大会 大崎上島文化センター他

当番医 越智医院

月 総合健診 木江会館 （受付）

火
総合健診 大崎上島開発総合センター （受付）
上島トーク会 東野保健福祉センター

水
総合健診 大崎上島開発総合センター （受付）
断酒会 東野保健福祉センター

ツベルクリン反応検査
東野保健福祉センター

木 総合健診 西野公民館 （受付）

金
総合健診 大串老人福祉センター （受付）

東野保健福祉センター

日
勿忘草（わすれなぐさ）カラオケ発表会 大崎上島文化センター

当番医 田村医院

月 固定資産税第 期および前納納期限

火 乳幼児相談 木江保健福祉センター （受付）

水 乳幼児相談 大崎上島開発総合センター （受付）

金
フッ素塗布 東野保健福祉センター （受付）
長島済生丸ドック健診 横浜桟橋 （受付）

日 当番医 岡本医院

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予 防 接 種

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医



発
行
日

（

）年

月

日

発
行
編
集

大
崎
上
島
町
企
画
課

広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
東
野

番
地

平平成成

い
ろ
ん
な
島
の
お
人
が
い
ろ
ん

な
意
見
を
持
ち
、
い
ろ
ん
な
希
望

を
寄
せ
、
ち
ょ
っ
と
グ
チ
っ
た
り
、

少
し
嘆
い
た
り
し
な
が
ら
も
、
島

を
愛
し
、
島
に
誇
り
を
持
ち
、
こ

ん
な
も
の
よ
と
あ
き
ら
め
な
が
ら

も
、
こ
う
し
た
ら
ど
う
か
と
目
を

一
番
弱
い
と
こ
ろ
に
移
し
て
、
何

と
か
し
よ
う
よ

と
小
さ
な
小
さ

な
試
み
を
興
し
て
い
く
。
そ
う
い

う
姿
を
、
広
報
大
崎
上
島

に

読
み
取
り
ま
し
た
。
島
の
皆
さ
ん

に
、
京
都
か
ら
拍
手
を
送
り
ま
す
。

ど
こ
の
国
に
も
、
ど
こ
の
土
地
に

も
過
疎
と
集
中
が
起
き
て
い
ま
す
。

コ
ッ
プ
の
中
の

か
た
よ
り

な
ん
で
す
ね
。
過
密
に
は
忙
し
さ

と
さ
わ
が
し
さ
の
悩
み
が
あ
り
、

過
疎
に
は
さ
み
し
さ
と
不
便
さ
の

悩
み
が
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
う
ど

い
い
加
減

っ
て
、
こ
の
世
に
あ

り
ま
せ
ん
。
満
月
ば
か
り
が
な
い

と
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
月
は
な

く
な
り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
、
か
が

や
い
て
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
人
も

同
じ
で
す
。
タ
ン
ポ
ポ
の
種
の
よ

う
に
、
そ
こ
で
根
を
張
っ
て
花
を

咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
た
と
え
小

さ
な
花
で
あ
っ
て
も

早
川
一
光
（
医
療
運
動
家
）

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

年交通事故発生状況
死亡事故 日数 日 （平成 ）年 月末現在

【 】は （平成 ）年 月末の数字です

広報 大崎上島 は、ホームページでご覧になれます。

編
集
後
記

窓
を
開
け
て
、
よ
う
こ
そ
、
若

葉
の
風

死
に
そ
こ
な
う
て
山
は

青
く
て

山
頭

さ
ん
と
う

火か

昭
和

年
夏
、

死
に
場
所
を
探
し
て
旅
に
出
た
と

い
う
と
き
、
生
野
島
に
て

山
鳩

の
鳴
き
声
と
澄
ん
だ
空
気
と
み
か

ん
の
花
の
香
り
。
中
野
・
山
尻
区

に
お
住
ま
い
の
伊
藤
博
幸
さ
ん
は

木
江
出
身
。
音
楽
を
愛
す
る
人
生

の
始
ま
り
は
、

音
楽
を
こ
よ
な

く
愛
す
る
先
生

と
の
出
会
い
か

ら
。
そ
の
喜
び
と
楽
し
み
は
、
戦

中
・
戦
後
、
苦
し
い
時
代
の
さ
な

か
に
も

今
月
の
テ
ー
マ
は

し

ず
か
に
期
待
の
炎
も
や
し
て
。

さ
ま
ざ
ま
な
始
ま
り
に
。

集
ま
れ

わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

月
の
わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん
に
掲
載
を
希
望
さ
れ
る

お
子
さ
ん
は
、
お
気
に
入
り
の
写
真
を
企
画
課
ま
で
。

（
各
支
所
住
民
課
庶
務
係
で
も
お
預
か
り
し
ま
す
）

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
（
地
区
名
）、

保
護
者
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
掲

載
要
件
は
、

月
に

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
子
。

期
限
は

月

日
。
デ
ー
タ
で
い
た
だ
け
る
場
合
は

次
の
ア
ド
レ
ス
へ
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
課

＠＠

堀
ほり

井
い

美優
み ゆ

ちゃん

東野・小原区

川上
かわかみ

千
ち

尋
ひろ

ちゃん

東野・垂水区

古
こ

坂
さか

幸大
ゆきひろ

ちゃん

原田・原田区

宮
みや

地
ち

優
ゆう

哉
や

ちゃん

東野・垂水区


